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外来魚の繁殖防止対策を実施
～ 洪水調節容量確保の水位操作を階段状に低下させます ～

三春ダムでは洪水期を迎えるにあたり、洪水を貯め込む容量を

確保するためダムの水位を低下させます。その際、一定期間水位

を保って外来魚の産卵を促し、産卵後に水位を低下させることで、

産卵した卵を干し上げ、数を減らす取り組みを実施します。

１．概要

三春ダムでは特定外来魚のうち「オオクチバス」と「ブルーギル」がダム湖内で確認さ

れています。これらは在来魚の卵や稚魚を補食するため駆除が必要です。

洪水期に備えてダムの水位を下げる時期が「オオクチバス」の産卵期となる「水温15度

を超える」時期と重なることから、平成20年度より「水位を約2m低下させる～数日その水

位を維持する」を繰り返しながら水位を低下させ（階段式水位低下）、途中水位を維持す

る期間にオオクチバスの産卵を促した後、孵化する前に水位を下げて産卵床を干し上げる

ことで個体増加を防止することが出来ないかという取り組みを実施しております。

本年度もその取り組みを実施することとなりましたのでお知らせいたします。

水位低下は、５月１６日より開始する予定です。（降雨の状況により変更する場合があり

ます。）

産卵数等の調査は5月中旬から6月上旬に掛けて実施する予定です。詳細な日程が決まり

次第、お知らせします。

○別紙：水位操作の概要、平成25年度調査結果（参考）
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水位操作の概要 

通常のダム水位操作方法 
(通常の水位低下) 

水位低下パターンを工夫：階段式水位低下 
   ⇒数日程度水位を保った水位低下を繰り 
      返し、産卵床を干出駆除。 
              

ダムの水位を低下させ、浅瀬に造られた産卵床を干出駆除 

産卵床 

水深1.5m以浅に産卵 

●オオクチバスの繁殖開始時期： 
 水温が15℃以上で産卵を開始  
(→ 5月～6月頃で水位低下時期と一致) 
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産卵床の干出 
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H20～21⇒3段 
H22～  ⇒4段 

○洪水時最高水位 ： 
通常、洪水調節に使用する最
高の水位 
 
○平常時最高貯水位 ：  
平常時ダムに貯められる最高
の水位 
 
○洪水貯留準備水位 ：  
梅雨や台風などによる洪水に
備え、洪水調節容量を確保す
るため、平常時最高貯水位か
ら梅雨前にある水位まで低下
させた水位 

※参考 



蛇石橋

蛇石川前貯水池

新越和田橋

中郷橋

参考：平成25年度オオクチバス産卵床干し上げ結果

< 凡 例 >
干上げたｵｵｸﾁﾊﾞｽ産卵床
● H19( 40地点)
● H20( 78地点)
● H21( 90地点)
● H22( 93地点)
● H23(101地点)
● H24(121地点)
● H25(189地点)

平成25年5月17日～6月11日、蛇石橋～蛇石川前貯水池周辺の湖岸を調査。
⇒平成24年度より5割以上多い、189地点で干し上がった産卵床を確認。

調査範囲⇒ 

40

78
90 93

101

121

189

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

3段式 4段式

通常式 段階式水位低下

ｵ
ｵ
ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞｽ
産

卵
床

干
出
確

認
箇

所
数

干し上がった
産卵床

 干し上がった産卵床の様子

拡 大

黄色い粒が
オオクチバスの卵
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